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団体の概要

【社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合】

１．設立年月日 ： 昭和２３年８月１８日

２．活動目的及び主な活動内容 ：

日本視覚障害者団体連合は、視覚障害者自身の手で“自立と社会参加”を実現しようと組織された
視覚障害者の全国組織です。昭和２３年（１９４８年）に結成された、都道府県・政令指定都市におけ
る６０の視覚障害者団体の連合体で、国や地方自治体の視覚障害者政策－人権、福祉、教育、職
業、環境問題等－の立案・決定に際し、視覚障害者のニーズを反映させるため、陳情や要求運動を
行っています。

３．会員数等 ： 加盟団体 ６０団体（令和７年４月１日現在）

４．URL ： http://nichimou.org/

【社会福祉法人 横浜訓盲院】

１．設立年月日 ： 明治２２年９月２６日（前身の盲人福音会の発足日）

２．活動目的及び主な活動内容 ：

横浜訓盲院は、家庭事情のある障がい児を家庭的な雰囲気の中で養育する施設です。専門スタッ
フによる生活支援のほか、一人一人に最も望ましい教育の場を選び、 その子の能力を伸ばしてあげ
られるように支援しています。

３．会員数等 ： ３６名（４才～１８才） ※職員２１名

４．URL ： https://yokohamakunmouin.com/
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障害児入所支援に関する御意見等

【ヒアリングの前に伝えたいこと】
●視覚障害児者が考えていること
• 障害者権利条約の理念「Nothing about us without us（私たちのことを、私たち抜きに決めないで）」が基本であること。障害児者自

身が望む生活を実現するためには、障害児者自身が望むことを「選択」できることが望ましい。
• 障害者支援における「地域移行」は、地域の障害児者に対する支援体制が担保されていることを前提とすべき。前提がない状態で、

安易に「地域移行」を進めることは望ましくない。また、安心して地域に移行できる状況ではない場合、視覚障害児者の支援に長け
ている既存の社会資源（施設、人材等）を活用すべき。

●視覚障害児を対象とする障害児入所施設の特徴
• 過去より、盲学校（視覚特別支援学校等）と連携し、教育と日常生活の支援を分業している施設が多い。障害児入所施設では、日

常生活の支援を通して、視覚障害児が自立する上で必要とする生活スキルの会得を支援している。
• 現在は、視覚障害児を中心に受け入れる障害児入所施設は殆どない。そのため、障害児入所施設での生活を必要とする視覚障

害児は、遠方から入所する施設に引っ越す必要がある。
• 視覚障害児の支援は、視覚障害に特化した専門的スキルが必要とされる。その一方で、慢性的に人手不足が続いており、専門的

スキルを持った支援者を確保することが難しく、きめ細やかな支援が行えないことが課題となっている。
●視覚障害に関する注意点
• 乳幼児の時点で視覚障害があるかどうかを判別することが難しい場合がある。そのため、身体障害者手帳を取得しない（取得でき

ない）視覚障害児が一定数存在する。他の障害と重複しているケースも多い。
• 視覚障害児者は、他の障害児者とは異なる支援が必要である。そのため、個別の障害に応じた支援を行うことを前提とした報酬や

基準を設定することが求められる。

１．利用児童の状態像を踏まえ、障害児入所施設での暮らしについて、どのような生活を目指すのか。
② 施設の小規模化に対応した家庭的養育の推進について、③ ケアニーズが高い児童の対応について
• 視覚障害児を中心に受け入れる障害児入所施設は、きめ細やかな支援を行いたいとの考えはあるものの、人手不足の影響により

②や③に対応することが難しい。
⑤ 意思決定支援について（障害児入所施設における意見表明の推進）
• 「意見表明の推進」は重要で、国の施策、各施設の支援内容の根幹にすべきこと。「子供の人権」を踏まえた対応が求められる。
⑥ 予防的な障害児入所施設の利用について
• 視覚障害児の親の一部には、様々な理由から障害児入所施設に拒否反応を示す者もいる。こういった者が、安心して障害児入所

施設を利用できるよう、施設側のハードル（制度面、印象面）を下げることが求められている。
• 障害児入所施設は、親と子供との間に一定の距離を置き、その子供にとって必要な支援を与える場である。障害児入所施設が

「親と子供のぞれぞれが安心して生活するために必要な施設」という認識を高める必要がある。
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障害児入所支援に関する御意見等

２．利用児童の状態像に応じた施設類型の在り方について検討し、整理する。
② 新たな施設類型の創設について（障害児グループホーム（仮称）の創設）
• 障害児グループホーム（仮称）を推進する前に、地域の障害児者に対する支援体制を強固にすることが必要である。

３．障害児入所施設を利用する児童の家族への支援についてどのように考えるか。
① 家族支援の機能について（段階的な家庭復帰の仕組みについてどのように考えるか。）
• 家庭復帰させることが良いかどうかは、その家族の状況によって大きく異なる。親の状況によっては、親と視覚障害児を離した方が

視覚障害児のためになることもある。一方で、家庭復帰をした方が良い視覚障害児もいる。入所する視覚障害児にとって何が大切
なのかを前提に、家族支援の機能の在り方を考えるべき。

４．障害児入所施設が果たすべき地域支援機能について整理する。
① 障害児及び家族の在宅生活の支援
• ①に示された４つの論点とも、障害児入所施設側の人材不足で対応することが難しい。そのため、施設側の運営体制のサポートを

充実させることが先だと考える。専門的な知識を持った職員を配置すること、その職員を配置するための報酬の充実等を行うべき。
② 移行支援について（入所する児童の移行後のアフターケア）
• 視覚障害児の場合、退所後に入所した施設等での支援が満足に行われない等、退所後の障害児入所施設に様々な相談が寄せ

られ、アフターケアを行うことが多い。その一方で、障害児入所施設によるアフターケアの充実を行おうにも、人材不足が課題とな
り対応することが難しい。

５．障害児入所施設と社会的養護施策との役割についてどのように考えるか。
① 児童養護施設等に対するサポート
• 障害児入所施設側の人材不足により、論点で示された支援を施設側で行うことは難しい。障害者入所施設は、その施設が行うべ

き業務に特化すべきではないか。
• 英国では、医療機関を拠点に患者とその家族らに対して、早期から気持ちに寄り添った支援やすぐに活用できる支援を行うととも

に、福祉・教育・就労等の社会資源へ橋渡しを担う専門家「ECLO（Eye Clinic Liaison Officer）」が活用されている。日本においても、
横断的に視覚障害児支援を行う者を派遣する制度を確立することが求められている。

６．その他（③ 措置と契約の対象者の再整理について）
• 視覚障害児を中心に受け入れる障害児入所施設としては措置の方が助かる。措置に一本化することも検討すべきではないか。
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参考資料

横浜訓盲院 施設の１日

平日 休日

出典 https://yokohamakunmouin.com/day.html
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参考資料

英国のECLO（Eye Clinic Liaison Officer）について

●ECLO の人数と種類
２０２３年８月現在で、１７７名のECLO が活躍している。そのうちの約半数が視覚障害のあるECLO である。ECLO の多くは、RNIB が雇用し
ており１３２名に上る。残りの４５名のECLO は、国民保健サービス（NHS）に雇用されている。ECLO は、業務形態により、大きく２種類の
ECLO に分かれる。１つは、病院に勤務するECLO である（以下、病院ECLO）。医療機関を拠点として活動しており、数は少ないが小児病
院に小児を専門とするECLO が勤務していることもある。２つ目が、在宅勤務を基本とし、地域内の複数の病院を担当するECLO である
（以下、Locum ECLO）。LocumECLO は、病院ECLO が休暇を取る際にサポートするなど、常に連携しながら活動を行っている。この病院
ECLO とLocum ECLO の連携が、ECLO の活動の幅を広げることを可能にしているといえる。

●ECLO の役割と仕事
ECLO の役割は、見えにくさで困っている患者とその家族にすぐに活用できる支援の情報提供と気持ちに寄り添った支援を行い、個々人
のライフステージに合った社会資源（リソース）や支援先等に橋渡し（リンク）することである。ECLO の中には、リハビリテーションの専門
家や心理の専門家として活躍していた経歴がある者もいるが、ECLO として活動している限りは、知識や技術があろうとも、リンクワーク
に徹し、専門的なことはリンク先の専門家にお願いする。決して、ほかの職種の領域に踏み込まないように徹底している。ECLO が役割
を果たすために行っている仕事は、主に４つある。

（１）エモーショナルサポート＆プラクティカルサポート

（２）リンクワーク

（３）アドボカシー

（４）CVI（視覚障害証明書）登録のメリットの説明と
登録に係る事務作業

出典 「視覚障害者の早期相談支援のためのリンク
ワーカー育成に係るガイドライン作成事業 報告書」
http://nichimou.org/all/news/other/240806-jouhou-1/
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